
転倒災害は冬季に多く発生しています。

降雨、降雪後の凍結路面に注意して、靴底の雪
や氷はよく落としてから部屋に入りましょう。

また、濡れた通路などは早めに拭き取りましょう!!

👋 ポケットから手を出して歩こう！
👣 雪道や凍った道は小股で歩こう！
👟 路面や床面に合った靴を履こう！
🕑 時間に余裕を持って行動しよう！
💪 日頃から足腰を鍛えよう！

STOP!
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転倒災害月別発生状況（H25～R2年の合計）

資料：労働者死傷病報告



過去10年間に発生した労働災害のうち、転倒災害の割合は、増減を
繰り返しながら20％を超える状況が続いています。

群馬労働局では平成26年の転倒災害の激増を機に、平成27年に『STOP! 転倒
災害プロジェクト2015』を立ち上げ、転倒災害防止の気運を高めることにより、
同年の転倒災害を前年比で減少させることができました。

しかし、転倒災害の発生割合が高率であることから、平成28年からは期限を設
けず継続的に『STOP! 転倒災害プロジェクト』として、転倒災害防止を優先課題
として取り組んでいるところです。

プロジェクトの実効を上げるため、全国安全週間準備期間である6月と、群馬
県の気象状況から、特に転倒災害が多発傾向にある1月から3月の冬季を「転倒
災害防止重点取組期間」として取組を強化することとしています。
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転倒災害防止のための取組みを!!

資料：労働者死傷病報告

また、月別の災害発生状況を見ると、転倒災害は1月から3月の期間が
他の月に比べて特に多く発生しています。（表面グラフ）

これは、転倒災害が業務に起因して発生していることのほかに、天候
（気象条件）が転倒災害発生に大きく影響していることを示したものと
考えられます。

冬季は、転倒災害の増加が懸念されます。各事業場では、積雪や凍結
の前に、転倒のおそれのある個所の事前確認や労働者に対する注意喚起、
天候に応じた対応も含めた転倒災害防止対策を、労使が一体となって
取組んでいただきますようお願いします。

群馬労働局
労働基準部 健康安全課

〒371-8567 群馬県前橋市大手町２－３－１
Tel 027 -896 -4736 fax 027-896-2111
https : // jsite .mhlw .go.jp/gunma -roudoukyoku/home .html

厚生労働省ホームページ「転倒災害防止対策」
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000111055.html

参考

職場のあんぜんサイト「STOP!転倒災害プロジェクト」
https://anzeninfo.mhlw.go.jp/information/tentou1501.html

群馬労働局ホームページ「STOP!転倒災害プロジェクト」
https://jsite.mhlw.go.jp/gunma-roudoukyoku/hourei_seido_tetsuzuki/anzen_eisei/anzen_tentou_project2015.html
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